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1 はじめに 

高炉スラグ粗骨材や再生粗骨材等を用いたコンクリートの硬化後の性状を改善する手段の一つとして、コ

ンクリートを練混ぜ後ミキサ内で減圧・瞬時復圧する工法１）２）（以下、減圧処理工法）の適用が考えられる。

特にポーラスな骨材を用いたコンクリートに有効と考えられるが、そのメカニズムや各種骨材での適応性を

比較検討した研究は少ない。そこで、7 種類の骨材を用いたコンクリートへの減圧処理工法の効果を比較し

た。 

2 実験概要 

使用骨材を表 1に示す。細骨材として川砂、再生

細骨材および軽量細骨材を、粗骨材として砕石、再

生粗骨材、軽量粗骨材および高炉スラグ粗骨材を用

意した。なお再生粗骨材は、解体現場から搬出し、

ジョークラッシャおよびコーンクラッシャを用いて

二次破砕した後に、5～25mmの粒子を回収した骨材

である。また、再生細骨材には再生骨材製造プラントにて作製した

骨材を用いた。川砂、砕石を用いてスランプ 12cm空気量 5％に調整

した表 2に示す配合をもとに、他の骨材を用いる場合には、それら

を体積置換した配合とし、混和剤にて同一フレッシュ性状となるよ

うに調整した。コンクリートの作製では、セメントと骨材を 30秒間空練

り後、水を投入し 2 分 30 秒撹拌した。その後攪拌しながらミキサ内を

30秒間で-0.065Mpaまで減圧し、到達直後に復圧する方法で減圧処理を

行った。表 3に骨材の組み合わせを示す。そして、スランプ、空気量、

材齢 28週での圧縮・引張強度および温度 20℃、湿度 60％の恒温恒湿室

内での乾燥収縮ひずみの減圧処理前後の変化を測定した。 

3 実験結果および考察 

 図１に各骨材を用いた場合について、減圧処理前を 1としてコンクリートのフレッシュ性状の変化を示す。

空気量では、減圧処理により細骨材の種類にかかわらず 20～30％減少し、粗骨材では、吸水率が高いほど減

少率が大きくなり、最大で 40％減少した。また置換した粗骨材の吸水率が 3％程度までの場合には、スラン

プが 10％減少する程度であった。さらに吸水率が大きくなるとスランプの減少率が大きくなり、軽量粗骨材

を用いた場合は 70％も低下した。細骨材では、吸水率が大きいと 40％程度減少した。 

 以上のように、減圧処理を行ったコンクリートの空気量は 3～4％と減少した。圧縮強度への空気量の影響

を取り除くため、空気量が 1%増加すると圧縮強度が約 5％減少するという既往の文献 3）にしたがって補正

した圧縮強度試験結果を図 2に示す。軽量粗骨材を用いた場合に約 20％増加し、普通細・粗骨材を用いて減

圧処理を行わない場合の圧縮強度と同程度となった。その他の骨材を用いた場合には、圧縮強度は 5％程度

表 1 使用材料 

材料 種類 絶乾密度 
(g/cm3) 

吸水率 
(%) 

産地、原料 
または製造場所 

普通 2.52 2.74 揖斐川産川砂 

再生 2.18 8.10 再生骨材プラント細骨材

軽量 1.74 9.83 膨張頁岩系 

普通 2.66 1.07 高槻産砕石 

再生 2.43 3.40 S32 年建設 

軽量 1.23 9.80 膨張頁岩系 
粗骨材

高炉スラグ 2.42 5.94 ― 

表 3 コンクリート骨材の組み合わせ

記号 細骨材 粗骨材 

NR 再生 

NB 高炉スラグ 

NL 軽量 

NN

普通 

RN 再生 

LN 軽量 

普通 

 

表 2 川砂、砕石を用いて決定した配合 

単位量(kg/m3) W/C

(%) 

s/a 

(%) W C S G 

50 43.2 163 326 762 1037

AE 減水剤：C×0.25%

空気量調整剤：C×0.0035%
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増加した。軽量粗骨材は他の骨材と比較して吸水率が非常

に高くポーラスな骨材であるため、減圧処理を行った際、

骨材界面性状の改善効果が大きかったと推測される。 

また、図 3に示すとおり引張強度では、軽量粗骨材、軽

量細骨材または高炉スラグ粗骨材を用いた場合に 30、15

または 5％の強度増加がみられた。しかし再生細骨材およ

び再生粗骨材を用いた場合では大きな効果がみられなかっ

た。再生骨材は原コンクリートのセメント水和物と原骨材

との二層構造であり、この部分に引張破壊が生じたためと

考えられる。 

図 4に、乾燥材齢 24週での乾燥収縮ひずみを示す。普通

細・粗骨材を用いた場合も、15％の減少が見られ、軽量粗

骨材や再生細骨材を用いた場合も同等以上の結果が得られ

た。しかし、既往の研究結果にもあるように再生粗骨材を

用いた場合の効果は見られず、軽量細骨材の場合でも同様

であった。その原因については、本実験では明確にならな

かった。 

4 結論 

減圧度を-0.065MPa として減圧処理を行った結果、以下

のような結論が得られた。 

１）減圧処理により、空気量は 20～30％減少し、軽量粗骨

材および高炉スラグ粗骨材の場合、40％減少し、スラ

ンプは再生粗骨材の場合 10％、高炉スラグ粗骨材の場

合 40％、軽量粗骨材の場合 70％低下した。 

２）圧縮強度では、骨材の種類にかかわらず約 5％の増加

がみられたが、軽量粗骨材の場合 20％増加した。また

引張強度では、軽量粗骨材で 30％、軽量細骨材で 15％、

高炉スラグ粗骨材で 5％の強度増加があり、再生細・

粗骨材では明確な効果はみられなかった。 

３）乾燥材齢 24週での乾燥収縮ひずみでは、高炉スラグ粗

骨材で 8％、軽量粗骨材で 15％、再生細骨材で 20％減

少し、再生粗骨材および軽量細骨材では明確な効果が

みられなかった。 

 

なお本研究の一部は、㈱レントオール奨学財団の研究助

成により実施されたものである。 
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図 1 減圧処理によるフレッシュ性状の変化 
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図 2 空気量の変化を考慮した圧縮強度比の関係
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図 3 減圧処理による引張強度の変化 
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